
番号 地区 提出者 テ ー マ 内 容 市 の 考 え 方 担当課

1 湊 牛ノ江
公民館

八房川支流の整備につ
いて
（牛ノ江公民館）
シラス対策事業で整備された
が、途中に未整備の区間があり
荒れているため、大雨の時に上
流側の排水がおいつかない。

　八房川に流入する「西村銘木店作業場」の北側に隣接する　本水路は、昭和61年度に排
水対策特別事業（安茶地区）で整備されています。
　この水路は、古い設計指針で施工されているため、断面不足を生じていることから、昨今の
ゲリラ豪雨や八房川の潮位の関係で、年に数回、上流部の人家に近い水田が冠水している
ことは市としましても確認しております。
　このようなことから、平成28年度に、隣接する既設水路をバイパスの役目をするようつなげ、
水が２方向に流れるように改修工事を実施したところであります。
　現地を確認しましたところ、バイパス的水路は、約130ｍ　　竹等が繁茂して流れにくい現状
でありますので、竹等の伐採を実施し、流れやすい状態にしていきたいと考えております。

農政課

2 湊 牛ノ江
公民館

緊急車両のＵターンス
ペース確保について
（牛ノ江公民館）
Ｕターンスペースがないため、Ｕ
字溝を暗渠に変えてほしい。道
幅が狭く700ｍ程バックで戻るこ
ともある。

　市道牛ノ江線は、行き止まり道路で幅員も狭く、消防車などは、道路の終点付近にて旋回
が困難であります。
　市でも現地を確認しました結果、道路終点付近にあります防火水槽の場所において、既設
の水路に蓋版を設置するなど旋回場所の確保を行います。

土木課

３－① 湊 牛ノ江
公民館

農業振興について
（牛ノ江公民館）
① 生活道脇の休耕田が荒れて
見通しが悪く、地域住民で除草
作業をしているが、高齢化もあり
維持が難しい。

　市内の集落等を結ぶ幹線的な農道につきましては、シルバー人材センターや土木業者に
委託し、除草等の維持管理を行っている状況であります。
　また、水田等耕作地に接する農道で、多面的機能支払交付金事業の区域内につきまして
は、活動組織の話し合いにより計画的に農道の除草等が行われているところもあります。
　今回ご要望の道路は、「農道外戸牛ノ江線」でありまして、地元におかれましても、道路愛
護の時期に年２回の除草作業を行っているが、高齢化等により除草作業に大変苦慮してい
る現状であると伺っています。
　当該箇所は、集落等を結ぶ幹線的な農道として、年２回シルバー人材センターに依頼して
除草作業をしておりますが、隣接する農地までの除草は実施していないところであります。
　農地の管理につきましては、基本的には地権者又は耕作者が管理することとなっておりま
すので、地権者へ農用地の適正な維持管理の依頼をするとともに、市におきましても道路点
検等を行い、安全確保に努めてまいりたいと考えております。

農政課

平成29年度市政懇話会　（地区のテーマと市の考え方）



番号 地区 提出者 テ ー マ 内 容 市 の 考 え 方 担当課

３－② 湊 牛ノ江
公民館

農業振興について
（牛ノ江公民館）
② イノシシ、シカの被害に苦し
んでいます。鳥獣保護区域のた
め自己防護をしているが対応し
きれない。鳥獣保護区域の見直
しはできないものか。

　鳥獣保護区域については、県が策定する「鳥獣保護管理事業計画」で指定されており、現
在第12次の計画の途中で、次の計画見直しは平成34年度であります。このようなことから、区
域の変更については　県との協議が必要であり、県が認めれば変更が可能となります。
　鳥獣保護区内では、鳥獣の捕獲は一切できないと思われがちですが、鳥獣保護区域で
あっても農作物等に被害を及ぼす有害鳥獣については、県や市の許可があれば捕獲駆除
できることになっています。本市では猟期ではない、４月から11月は、継続して市内全域に捕
獲指示を出していますし、猟期でも農作物等に被害を及ぼすような有害鳥獣が出れば、猟
友会に依頼して駆除を行っております。
　このようなことから、鳥獣保護区であっても、区域外でも　捕獲、駆除は可能ですので、農政
課へご一報いただければ、猟友会へ情報をつなぎ、対応してもらうようにしております。
　また、鳥獣被害防止策として、電気柵の設置補助事業も実施しておりますので、活用して
いただきたいと思います。

農政課

３－③ 湊 牛ノ江
公民館

農業振興について
（牛ノ江公民館）
③ 牛ノ江地区の耕作地補助整
備をまとめようと進めています。
市の協力をお願いしたい。

　牛ノ江地区のほ場整備につきましては、平成28年度の市政懇話会においても質問がありま
した、牛ノ江地区の水田は、それぞれの田は狭くて飛地も多く、用排水路の不良や湧水が多
く排水が悪いことから営農に苦慮しておられ、耕作放棄地の増大が懸念されています。
　このようなことから農地の集積・用排水路・管理道路等の整備、また水田の嵩上げを含む基
盤条件の改善等が必要との思いから平成29年4月に地元推進委員会が設立されておりま
す。
　これまで7回の推進委員会が開催されていますが、市も毎回参加し事業概要の説明・地権
者台帳の作成、またアンケート調査を行い、事業を進めて行く上での課題や問題点、関連事
業（農地中間管理事業等）の取組など一緒になって話合いを進めているところであります。
　事業を実施するためには、地権者・耕作者の理解と、100％に近い同意が大前提でありま
す。
今後も、皆さんと一緒になって話し合いを進めていきたいと考えておりますので、よろしくお
願いします。

農政課



番号 地区 提出者 テ ー マ 内 容 市 の 考 え 方 担当課

４－① 湊 牛ノ江
公民館

道路整備について
① 高速道脇の中道迫跨道橋（ｺ
ｶﾄﾞｳｷｮｳ）からの側道が荒れて道
路をふさぎ、先に行くことができ
ない。（牛ノ江公民館）

　市道迫・石坂線の中道迫跨道橋付近にあります側道は、南九州西回り自動車道の開設に
伴い、従来通っていた里道の代わりとして設置されております。
　現在、草木の繁茂が著しく、車両などの通行ができない状態であるため、今回、市にて伐
採、清掃を行い、通行できるようにします。
　今後の維持管理につきましては、里道でありますので、道路を利用される関係者に除草及
び清掃等の御協力をお願いします。

土木課

４－② 湊 迫
公民館

道路整備について
② 迫公民館内の側溝にガード
パイプをつけてほしい。（迫公民
館）

　迫公民館内の市道北新田線と排水路が交差する場所は、防護柵がなく、歩行者や車両な
どが転落する恐れがあります。
　従いまして、市としては、現在、市内業者にガードパイプの設置を依頼しており、平成30年2
月までに完了する予定です。
　（平成30年2月に設置完了）

土木課

４－③ 湊 地区 道路整備について
③ 市道の交差点で白線ライン
が消えたり薄くなって見えにくい
所がある。また、通学路で横断
歩道が必要な箇所がある。（湊
中央跨線橋付近）

　県道郷戸市来線は、小城団地や迫地区などの児童が通学路として利用されており、国道3
号バイパスや湊中央跨線橋付近などの交差点を横断する必要があります。
　湊中央跨線橋付近にある市道柿細り線の入口には、横断歩道がないことから、設置につい
て公安委員会と協議してまいります。
　また、国道3号バイパスでは、横断歩道が摩耗により、大変薄くなっております。管理者であ
る公安委員会に補修して頂くよう要望してまいります。

土木課

5 湊 牛ノ江
公民館

河川の除草整備につい
て 　（外戸公民館）
重信川の土手のアシが栄えて
困っている。きれいにしてほし
い。

　２級河川である重信川は、鹿児島県にて管理されています。
　市来地域では、年一回の河川愛護活動において、大里川を主に各公民館で川の土手等
を清掃して頂いており、重信川は、外戸・平向・陣ヶ迫の公民館や市来農芸高校にて除草や
清掃をして頂いております。この河川愛護活動において、活動された公民館へは、本市より
報償金にて助成させていただいているところです。
　重信川では雑草等が伸びている状況で、大雨による河川堤防の越流など河川災害が懸念
されることから、市といたしましては河川敷内の伐採や寄洲除去を管理者である鹿児島県へ
要望を続けているところであります。
　今回、県に要望していた要望箇所の重信潮止堰から外戸橋下流付近までの区間約700ｍ
において、寄洲除去を今月中に発注をし、梅雨時期までに整備をしたいとのことであります。

土木課



番号 地区 提出者 テ ー マ 内 容 市 の 考 え 方 担当課

6 湊 地区 湊交流センターの整備
について
湊交流センターの会議室が狭
い。事務所内（倉庫）を改造して
広くできないか。

　湊交流センターにつきましては、まちづくり協議会の親睦や地域の課題の解決の拠点とし
て、また、湊地区夏祭り会場として、さらにはスポーツ少年団を始めとする地域の団体の交流
の場として、活発に利用されております。
　現在の施設としては、事務所を兼ねた会議室と倉庫がありますが、総会や本日の懇話会な
ど、多くの方が集まられる場合においては、いちきアクアホールや市来地域公民館を利用し
ていただいております。
　今回、倉庫の一部を改造して、会議室を整備できないかとのことでありますが、倉庫を改造
して広い会議室を整備した場合に、どのような利用計画や、それに伴う規模が想定されるの
かを、まずは地区の皆さんで協議していただきたいと考えております。
　今後、整備するにあたっては、利用される方々の意見を十分に取り入れていきたいと思うと
ころであります。

まちづくり
防災課

7 湊 橋ノ口
公民館

特定検診について
（橋ノ口公民館）
特定検診の受診率を上げるため
に、受診者名簿（名前だけでも）
を各公民館長に配付してほし
い。中間受診率だけ報告を受け
ても促進はできない。

　特定健診の受診勧奨につきましては、毎年ご協力をいただき誠にありがとうございます。ま
た、健康寿命延伸事業のモデル地区としてご協力いただきありがとうございました。
　特定健診受診者名簿については、個人情報保護法の関係上、現在、特定健診の対象者
名簿（6月）と受診済者名簿（9・11月）をまちづくり協議会と健康地域づくり推進員の方々に、
お渡ししております。
　特定健診の受診勧奨につきましては、市まちづくり連絡協議会を通し、市と地区まちづくり
協議会が業務委託契約を結び実施しているところでございます。今後、地区まちづくり協議
会にお渡ししてある対象者名簿等の活用について、市まちづくり連絡協議会と協議し、守秘
義務の同意等、利用にあたっての注意事項等を定め、公民館長が、名簿等を利用できるよう
にしていきたいと考えております。
　不便なところもありますが、受診勧奨を通して地域の皆様の健康づくりを支援していただき
たいと思っておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。

健康増進課



番号 地区 提出者 テ ー マ 内 容 市 の 考 え 方 担当課

8 湊 子ども
会育成
部会

子ども会活動について
（子ども育成部会）
子ども会活動を行おうとしても、
なかなか子どもたちが集まらな
い。活動の内容にもよるが、部活
動や少年団活動等の練習を優
先する場合が多い。子ども会の
活動がある場合にはできるだけ
参加するように協力をお願いし
たい。

　子ども会活動は、小学生から中学生で組織され異年齢による活動でお互い切磋琢磨しな
がら成長できる貴重な機会となっていると認識しております。
　湊地区の子ども会活動は、特に6月の第3土曜日、青少年育成の日に行っている「青少年
育成の日」推進キャラバン事業において、これまで、地引き網やけん玉遊び、七夕飾り、かる
たとり、コーディネーショントレーニング、ニュースポーツ体験など、毎年工夫した取組を行っ
ていただいており、敬意を表するところであります。
　しかし、このキャラバン事業への参加者が年々減少傾向にあり、その一因として小学生はス
ポーツ少年団、中学生は部活動を優先しているのではないかということが考えられます。
　これまで、本市スポーツ少年団本部においては、総会などの機会に、各スポーツ少年団に
対し、第３土曜日の活動の自粛や活動回数を週３回以内にすること、１回の活動時間を２時
間以内にすることを伝え、地域での活動に参加できる体制づくりを行うよう指導しているところ
です。去る１月24日に開催された、スポーツ少年団研修会でも同様の指導をしたところであり
ます。また、中学校の部活動については、校長・教頭会の折に、地域活動を優先するように
指導をしているところです。
　今後も、校長会やスポーツ少年団の指導者が集まる機会に、子どもたちや保護者に対し、
「子ども会活動をはじめとする地域活動へ参加するよう」指導をしてくださるように、お願いし
てまいりたいと思います。なお、管理職や指導者に相談していただければ、公式戦などの大
事な試合がある場合もありますが、練習などの場合は地域行事を優先してくださると考えてい
ます。
　いずれにせよ、鹿児島県の伝統的な考え方であります「地域の子は地域で育てる」や「人の
子も我が子も同じ地域の子」のように、本市におきましても、地域で子どもたちを守り育てる活
動を推進してまいりたいと考えております。これからも、まちづくり協議会の皆様の御理解と御
協力をよろしくお願いいたします。

社会教育課

9 湊 地区 学校だよりについて
学校だよりのサイズがバラバラで
ある。Ａ４サイズに統一してほし
い。（市来幼稚園・市来小学校・
市来中学校・市来農芸高校・串
木野高校）

　各学校の学校だよりの回覧につきましては，毎回，御理解・御協力を賜りまして，ありがとう
ございます。
　現在，回覧に御協力をいただいております市来幼稚園，市来小学校，市来中学校，市来
農芸高校・串木野高校の５校（園）のうち，４校（園）がＡ４サイズ，市来中学校１校がＢ４サイズ
の学校だよりを発行しております。
　この度の御要望を市来中学校に伝えましたところ，「学校だよりのサイズを次年度からＡ４に
変更します。」とのことですので，何卒御了承くださいますようお願いいたします。
　学校だよりの回覧につきまして，皆様方には大変お手数をお掛けいたしますが，今後とも，
御理解・御協力のほど，よろしくお願いいたします。

学校教育課


